
光
明
主
義
の
主
要
特
徴

光
明
主
義
の
首
唱
者
仏
陀
樽
那
弁
栄
聖
者

(
Z
g
i
E
N
O
)は
後
継
者
で
あ
る
笹
本
戒
浄
上
人
(
H匂
ナ
ム

8
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に
「
私
は

聖
典
に
依
て
演
縛
的
に
説
く
の
で
な
い
、
帰
納
的
に
説
い
て
い
る
」
と
申
さ
れ
た
。
即
ち
そ
れ
は
聖
典
の
教
え
る
所
に
基
い
て

演
揮
的
に
説
く
の
で
は
な
い
、
聖
典
に
書
い
て
あ
る
如
来
の
事
実
、
知
来
の
真
理
の
法
則
を
纏
め
て
光
明
主
義
の
教
学
体
系
を

組
織
し
た
の
で
は
な
い
。
自
分
の
体
験
に
基
い
て
帰
納
的
に
知
来
の
真
理
を
説
く
、
自
分
の
体
験
さ
れ
た
知
来
の
事
実
か
ら
帰

納
的
に
光
明
主
義
の
教
学
体
系
を
組
織
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

有
限
回
数
の
三
昧
体
験
に
よ
っ
て
大
ミ
オ
ヤ
の
真
理
法
則
を
直
観
し
、
大
ミ
オ
ヤ
の
真
相
を
認
識
す
る
の
に
、
不
完
全
帰
納

と
完
全
帰
納
の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。

体
大
法
身
を
根
本
仏
と
す
る
立
場
は
、
大
ミ
オ
ヤ
の
体
相
用
の
一
切
が
本
よ
り
円
成
実
性
の
真
実
在
で
あ
る
事
実
を
認
め
な

い
体
系
で
あ
る
か
ら
不
完
全
帰
納
の
三
昧
直
観
で
あ
る
。

弁
栄
聖
者
は
三
身
四
智
の
仏
眼
を
豊
か
に
実
現
し
て
、
法
身
の
中
心
で
あ
る
内
的
目
的
論
的
報
身
を
真
実
の
自
己
と
す
る
御

境
界
で
、
絶
対
円
満
な
真
実
在
で
あ
る
無
量
光
よ
り
超
日
月
光
に
至
る
十
二
の
光
明
の
一
切
と
合
一
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
で

有
限
回
数
の
三
昧
体
験
に
よ
っ
て
、
絶
対
の
報
身
の
真
実
を
完
全
帰
納
的
に
三
昧
直
観
せ
ら
れ
た
。
聖
者
は
三
身
四
智
の
仏
眼

で
、
応
身
仏
釈
尊
が
円
満
な
三
身
四
智
の
仏
眼
を
実
現
し
て
、
御
自
身
の
本
仏
で
あ
る
絶
対
の
報
身
の
核
心
に
直
結
す
る
最
尊



の
見
仏
を
衆
生
教
化
の
中
心
と
せ
ら
れ
た
事
実
を
如
実
に
認
識
し
て
、
光
明
主
義
に
齢
け
る
見
仏
の
道
と
し
て
御
教
示
に
な
っ

た
。

光
明
主
義
の
見
仏
が
晩
年
に
三
身
四
智
の
身
と
な
っ
て
お
ら
れ
た
善
導
大
師
、
法
然
上
人
の
真
精
神
で
あ
り
、
光
明
主
義
に

依
っ
て
各
宗
各
派
の
祖
師
の
精
神
が
生
か
さ
れ
る
と
い
う
の
も
、
弁
栄
聖
者
の
真
精
神
の
御
教
示
が
三
身
四
智
の
仏
眼
に
よ
る

完
全
帰
納
的
な
御
教
え
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
、
慶
応
義
塾
大
学
教
授
田
中
木
叉
先
生

(
H
gナ
ム
ヨ
品
)
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
聖
者
の
膨
大
な
御
遺

稿
集
『
光
明
大
系
』
の
山
塊
は
、
一
見
幾
重
に
も
重
な
り
あ
う
こ
の
地
球
最
高
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
連
峰
に
も
喰
う
べ
き
巨
大
な
山
並

み
で
あ
っ
て
、
果
し
て
幾
峰
に
分
け
得
ら
れ
る
か
、
こ
れ
は
な
か
な
か
至
難
の
業
と
も
い
う
べ
き
で
あ
る
。
か
つ
て
伊
予
の
松

山
大
林
寺
の
聖
者
直
弟
子
大
島
玄
瑞
師
は
昭
和
三
、
四
年
頃
か
ら
五
年
に
か
け
て
、

い
み
じ
く
も
こ
れ
を
六
つ
の
峰
に
分
け
ら
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れ
た
。
こ
れ
が
今
日
、
世
間
に
流
布
し
て
い
る
「
光
明
主
義
の
六
大
特
長
」
で
あ
る
。
(
全
集
下
巻
四
四
O
頁
参
照
)

た
だ
し
、
後
日
戒
浄
上
人
が
「
こ
れ
は
光
明
主
義
の
主
要
特
徴
の
一
部
分
で
あ
る
」
旨
申
さ
れ
、
上
人
直
弟
子
達
に
庭
訓
の

中
よ
り
こ
れ
を
補
完
す
べ
き
を
密
か
に
希
望
さ
れ
た
。
そ
れ
で
今
固
ま
で
泉
虎
一
氏
を
は
じ
め
と
す
る
上
人
直
弟
子
達
の
纏
め

た
上
人
指
南
広
録
の
中
よ
り
、
師
父
聖
者
に
よ
っ
て
初
め
て
開
閉
さ
れ
た
「
光
明
主
義
の
主
要
特
徴
」
を
選
ぴ
、
そ
の
語
要
を

左
に
列
挙
し
て
、
敢
え
て
有
縁
無
縁
の
光
友
諸
兄
姉
の
法
鑑
に
呈
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
所
帰
の
本
噂

ω
知
来
の
自
境
界
よ
り
大
字
宙
の
真
相
を
見
る
時
は
、
大
ミ
オ
ヤ
の
体
相
用
の
一
切
は
本
よ
り
絶
対
円
満
、
不
生
不
成
無
作
無



為
の
真
実
在
で
、
無
始
以
来
無
量
光
よ
り
超
日
月
光
に
至
る
十
二
の
光
明
の
全
徳
が
顕
現
し
て
お
る
絶
対
界
に
在
ま
し
て
永
恒

自
存
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
大
ミ
オ
ヤ
が
私
共
の
信
念
に
報
い
て
光
明
摂
化
し
て
下
さ
る
心
本
尊
と
い
う
面
よ
り
拝
し
て
、
三

身
即
一
に
在
ま
す
本
有
無
作
の
内
的
目
的
論
的
報
身
と
仰
い
で
お
慕
い
申
し
て
お
念
仏
す
る
。

ω
報
身
|
|
広
義
と
狭
義

的
広
義
の
報
身
|
|
大
宇
宙
全
体
の
絶
対
中
心
と
し
て
の
超
在
一
神
的
汎
神
に
在
ま
す
大
ミ
オ
ヤ
。
本
よ
り
独
立
自
存
す
る

大
宇
宙
全
一
の
絶
対
的
現
象
態
で
、
自
然
界
と
心
霊
界
全
体
の
根
本
仏
。
文
こ
れ
を
本
有
法
身
、
法
性

法
身
と
も
申
し
上
げ
る
。
(
註
、
自
然
現
象
と
心
霊
現
象
の
根
底
と
し
て
の
広
義
の
法
身
の
こ
と
で
は
な
い
)
し
た

が
っ
て
方
便
法
身
は
応
化
身
、
即
ち
釈
尊
の
知
き
人
仏
教
化
身
を
申
し
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。

伺
狭
義
の
報
身
|
|
心
霊
界
の
主
本
尊
と
し
て
の
報
身
。
(
註
、
自
然
界
の
根
底
と
し
て
の
狭
義
の
法
身
と
対
応
す
る
)
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二
、
+
ニ
光
仏

円
成
実
性
の
真
実
在
で
あ
る
無
量
光
か
ら
超
日
月
光
ま
で
の
十
二
の
光
明
は
、
自
然
界
と
心
霊
界
の
全
面
を
含
ん
だ
広
義
の

報
身
の
光
明
で
あ
る
。

三
、
報
身
如
来
蔵
性

従
来
は
円
成
実
性
の
真
実
在
で
あ
る
体
大
法
身
を
大
字
宙
の
心
霊
と
自
然
の
一
切
の
差
別
の
現
象
の
根
源
と
し
て
、
法
身
如

来
蔵
性
を
説
く
。
こ
の
立
場
で
平
等
即
差
別
を
見
る
。



光
明
主
義
で
は
法
身
の
中
心
で
あ
る
絶
対
の
報
身
の
独
立
自
存
す
る
大
宇
宙
全
一
の
円
成
実
性
の
妙
色
相
好
身
を
大
宇
宙
の

心
霊
と
自
然
の
相
対
因
縁
因
果
の
一
切
の
差
別
の
根
源
と
し
て
報
身
如
来
蔵
性
を
説
く
。
こ
の
大
宇
宙
全
一
の
円
成
実
性
の
妙

色
相
好
身
の
一
切
の
規
定
条
件
を
離
れ
た
絶
対
不
変
、
無
差
別
平
等
の
面
と
大
字
宙
の
相
対
因
縁
因
果
の
無
限
の
変
化
の
差
別

の
面
で
、
平
等
即
差
別
、
真
空
即
妙
有
を
見
る
の
が
光
明
主
義
の
固
有
の
立
場
で
あ
る
。

回
、
光
明
主
義
の
念
仏
は
成
仏
の
中
心
道
、
直
線
道
と
し
て
の
念
弥
陀
三
昧
・
王
三
昧
で
あ
る

ω
縁
起
と
実
相
を
統
一
調
和
す
る
故

絶
対
の
報
身
御
自
身
の
無
量
光
よ
り
超
日
月
光
に
至
る
十
二
の
光
明
の
一
切
が
本
よ
り
絶
対
円
満
な
真
実
在
で
あ
る
か

ら
、
空
間
的
な
実
相
と
時
間
的
な
縁
起
が
統
一
調
和
す
る
。
体
大
法
身
は
円
成
実
性
の
真
実
在
で
あ
る
が
、
如
来
の
相
と

4 

用
の
差
別
は
体
大
法
身
の
理
法
に
規
定
せ
ら
れ
る
立
場
で
は
、
縁
起
と
実
相
の
完
全
円
満
な
統
一
調
和
は
あ
り
得
な
い
。

ω
理
感
ニ
性
を
統
一
調
和
す
る
故

無
量
光
よ
り
超
日
月
光
に
至
る
十
二
の
光
明
が
本
よ
り
円
成
実
性
の
真
実
在
で
あ
る
。
即
ち
理
性
と
感
性
は
同
位
の
絶
対

円
満
な
真
実
在
で
あ
る
か
ら
、
理
性
と
感
性
が
円
満
に
統
一
調
和
す
る
。
体
大
法
身
は
円
成
実
性
の
真
実
在
で
差
別
の
内

容
で
あ
る
感
性
は
体
大
法
身
の
絶
対
理
性
に
規
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
感
二
性
の
円
満
な
統
一
調
和
は
な
い
。

ω
平
等
と
差
別
、
真
空
と
妙
有
の
い
ず
れ
に
も
偏
し
な
い
中
道
故

心
に
想
い
上
げ
て
お
る
報
身
の
慈
悲
の
聖
容
は
、
自
分
の
信
念
に
相
応
し
た
相
対
因
縁
因
果
の
差
別
の
妙
色
相
好
身
(
妙

有
)
と
感
じ
な
が
ら
、
実
に
一
切
の
規
定
条
件
を
離
れ
た
絶
対
不
変
の
真
実
在
で
あ
る
平
等
の
御
姿
(
真
空
)
だ
と
直
観
す



る
。
平
等
と
差
別
、
真
空
と
妙
有
の
何
れ
に
も
偏
し
な
い
、
平
等
と
差
別
、
真
空
と
妙
有
が
融
合
統
一
し
た
念
仏
で
あ
る
。

ω
主
観
と
客
観
の
い
ず
れ
に
も
偏
し
な
い
中
道
故

心
に
意
識
せ
ら
れ
る
絶
対
の
報
身
の
絶
対
不
変
の
真
実
在
で
あ
る
妙
色
相
好
身
を
真
実
の
自
己
の
色
身
と
感
じ
な
が
ら
、

心
本
尊
と
し
て
お
慕
い
申
す
と
し
か
と
お
育
て
下
さ
る
。
即
ち
主
観
と
客
観
の
い
ず
れ
に
も
偏
し
な
い
念
仏
で
あ
る
。み

ω
感
覚
感
情
知
力
意
志
の
四
方
面
の
最
高
統
一
態
で
あ
る
絶
対
の
報
身
の
十
二
の
光
明
の
全
徳
の
顕
現
で
あ
る
其
の
慈
悲
の
聖

か
お容

を
念
ず
る
と
四
方
面
が
円
満
に
調
和
す
る
故

ω
=
一
身
即
一
の
本
有
無
作
の
報
身
を
心
本
尊
と
し
て
お
慕
い
申
し
お
念
じ
申
す
故

m
w光
明
主
義
の
見
仏
は
無
辺
光
の
四
智
の
全
般
よ
り
三
昧
入
神
す
る
。
詳
説
す
る
と
十
二
の
光
明
が
融
合
統
一
し
て
お
る
核
心

よ
り
三
昧
入
神
す
る
故
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ω
一
切
の
凡
夫
が
五
根
五
力
の
第
一
歩
よ
り
認
識
的
一
切
智
を
得
る
終
り
ま
で
修
行
の
途
中
で
信
念
の
変
更
を
要
し
な
い
万
機

普
益
の
最
勝
最
易
の
見
仏
故

玉
、
成
仏
の
中
心
道
、
直
線
道
と
し
て
の
念
弥
陀
三
昧
の
三
十
七
道
晶

絶
対
自
身
の
報
身
仏
の
円
成
実
性
の
体
相
用
が
、
三
十
七
道
品
に
依
て
示
さ
れ
て
い
る
凡
ゆ
る
修
行
法
と
副
次
的
目
的
を
統

一
し
秩
序
付
け
て
、
終
局
目
的
で
あ
る
認
識
的
一
切
智
を
内
的
目
的
論
的
に
私
共
が
実
現
す
る
方
向
に
帰
趣
せ
し
め
て
い
る
。

六
、
入
信
の
暁
よ
り
認
識
的
一
切
智
の
タ
ま
で
の
量
育
の
過
程



成
仏
の
中
心
道
、
直
線
道
に
よ
り
途
中
信
念
の
変
更
を
要
せ
ず
、
五
根
五
力
の
第
一
歩
よ
り
お
育
て
を
蒙
っ
て
、
三
昧
が
次

第
に
深
く
な
り
遂
に
認
識
的
一
切
智
を
得
る
ま
で
の
経
過
を
開
示
悟
入
の
方
面
か
ら
具
体
的
に
お
教
え
下
さ
っ
た
。

開
・
先
に
慧
眼
が
完
全
に
な
り
、
次
に
法
眼
が
完
全
に
な
っ
て
、
こ
の
二
つ
が
融
合
統
一
し
て
初
歩
の
仏
眼
を
得
た
所
が

感
覚
的
啓
示
の
満
位

示
・
初
歩
の
仏
眼
が
次
第
に
深
く
な
る
に
つ
れ
て
ミ
オ
ヤ
の
大
智
慧
と
大
慈
悲
の
内
容
と
次
第
に
深
く
合
一
す
る
よ
う
に

な
る
。
あ
る
程
度
ま
で
ミ
オ
ヤ
の
大
智
慧
大
慈
悲
と
合
一
し
た
と
こ
ろ
が
写
象
的
啓
示
の
満
位

悟
・
さ
ら
に
進
ん
で
法
身
全
体
、
特
に
法
身
の
理
法
と
合
一
し
た
所
が
理
想
的
啓
示
。
無
生
忍

入
・
ミ
オ
ヤ
の
体
相
用
の
一
切
が
不
生
不
成
無
作
無
為
の
真
実
在
で
あ
る
事
実
を
認
識
し
た
所
が
無
生
法
忍
。
三
身
四
智

の
仏
眼
の
境
界
。
そ
し
て
そ
の
満
位
が
認
識
的
一
切
智

6 

七
、
=
一
身
四
智
の
仏
眼
に
お
け
る
一
切
智
を
観
念
的
一
切
智
と
認
織
的
一
切
智
の
二
種
に
区
別
す
る

「
こ
の
世
界
で
認
識
的
一
切
智
を
得
て
お
ら
れ
た
の
は
釈
迦
さ
ん
ば
か
り
だ
」
と
教
組
釈
尊
の
三
昧
の
内
容
を
、
弁
栄
聖
者
は

こ
の
地
上
で
人
間
の
生
理
状
態
が
仏
化
せ
ら
れ
た
極
地
の
状
態
の
実
現
と
し
て
明
了
に
し
て
下
さ
っ
た
。

八
、
往
生
に
つ
い
て
二
種
あ
り

ω
理
想
的
往
生
、
ま
た
は
精
神
的
更
生
、
有
余
浬
繋

慧
眠
、
法
眠
、
仏
眼
が
聞
け
て
、
肉
体
を
持
っ
て
こ
の
世
に
お
る
時
と
、
こ
の
世
を
去
っ
て
一
時
的
に
浄
土
に
お
る
時
の



二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
慧
眼
、
法
眠
、
開
示
悟
の
位
の
仏
眼
で
こ
の
世
を
去
る
と
、
肉
体
は
無
い
が
未
だ
肉
の
心
が
残
つ

て
お
る
た
め
に
一
時
的
に
極
楽
に
お
る
状
態
が
実
現
す
る
。

ω
実
在
的
往
生
、
ま
た
は
身
体
的
更
生
、
無
余
浬
禦

三
身
四
智
の
仏
眼
を
得
て
か
ら
こ
の
世
を
去
る
と
、
実
在
的
に
絶
対
の
報
身
の
大
宇
宙
全
て
絶
対
無
規
定
の
妙
色
相
好

身
と
合
一
し
て
、
無
余
即
無
住
処
浬
繋
が
実
現
す
る
。

丸
、
安
心
起
行
輸
に
つ
い
て

ω
心
行
の
形
式
と
起
行
の
用
心
と
の
二
種
分
別

中
心
道
の
心
行
の
形
式
を
重
要
視
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
人
格
完
成
に
全
力
を
注ぐ
立
場
よ
り
、
起
行
の
用
心
を
ば
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更
に
重
要
視
し
て
、
大
ミ
オ
ヤ
の
お
育
て
を
正
し
く
蒙
る
こ
と
を
最
重
視
す
る
。

ω
中
心
道
、
直
線
道
の
起
行
の
用
心
に
関
し
て

判
中
心
道
の
信
念
に
反
す
る
一
切
の
廻
り
道
の
信
念
と
雑
念
の
三
昧
を
排
除
す
る
。

刷
用
心
を
総
別
に
分
つ
。

制
総
の
用
心
|
|
本
有
無
作
の
報
身
と
確
と
合
一
し
て
お
世
嗣
と
な
る
た
め
、
ミ
オ
ヤ
を
い
つ
も
で
き
る
だ
け
は
っ
き

り
お
慕
い
申
し
、

い
つ
も
そ
の
慈
悲
の
聖
容
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
お
念
じ
申
す
。

制
別
の
用
心
|
|
五
根
五
力
と
開
示
悟
入
の
各
段
階
に
お
い
て
、
現
実
に
自
己
の
心
境
よ
り
一
歩
高
い
所
を
当
面
の
目

標
と
し
て
精
進
す
る
。



村
中
心
道
の
起
行
の
用
心
に
よ
り
修
行
し
て
い
る
時
の
三
昧
の
正
邪
の
判
断
に
つ
い
て
。

制
い
つ
も
慈
悲
の
聖
容
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
お
念
じ
申
し
て
お
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

制
信
念
が
完
全
で
も
明
相
、
花
、
景
色
等
を
見
、
香
を
感
ず
る
等
は
修
行
未
熟
の
た
め
。

平
等
に
偏
し
た
慧
眼
、
極
楽
ば
か
り
を
見
る
三
昧
、
慧
眼
法
眼
の
時
代
に
依
正
共
に
見
る
三
昧
等
は
信
念
が
不
完

全
で
お
慕
い
申
し
方
不
徹
底
の
た
め
。
絶
対
の
報
身
の
慈
悲
の
聖
容
を
専
念
し
て
、
三
身
四
智
の
仏
眼
が
開
け
始

め
る
に
つ
れ
て
初
め
て
弥
陀
三
尊
を
拝
す
る
等
の
三
昧
に
入
る
よ
う
に
精
進
す
る
。
弁
栄
聖
者
の
お
言
葉
の
如
く

「
自
分
は
極
楽
ば
か
り
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
仏
眼
を
得
て
か
ら
極
楽
を
次
第
に
は
っ
き
り
見
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
の
は
、
人
格
完
成
に
全
力
を
注
い
で
お
る
証
拠
。
こ
の
御
聖
語
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

ω
一
切
の
凡
夫
見
仏
可
能
の
道
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ω
雲
の
上
に
上
半
身
お
示
し
下
さ
っ
た
知
来
様
を
平
面
的
に
お
書
き
下
さ
っ
て
、
念
弥
陀
三
昧
を
修
す
る
時
の
心
本
尊
と

い
う
意
味
で
「
三
昧
仏
」
と
お
名
付
け
に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
そ
の
慈
悲
の
聖
容
全
体
に
心
を
注
げ
。
開
目
閉
目
こ
れ
を

努
め
よ
。
ま
た
三
昧
仏
を
一
定
せ
よ
」
と
お
教
え
下
さ
っ
た
。

制
「
所
念
弥
高
速
な
れ
ば
能
念
の
心
随
っ
て
高
速
」
の
み
教
え
を
五
根
五
力
の
第
一
歩
よ
り
如
教
奉
行
す
る
。

+
、
徹
底
的
な
選
択
主
義

私
共
が
ど
の
よ
う
な
信
念
で
お
念
じ
し
て
も
、
如
来
は
大
慈
悲
の
ミ
オ
ヤ
に
在
ま
す
か
ら
、

い
つ
も
正
し
い
三
昧
ば
か
り
を

お
与
え
に
な
る
か
と
い
う
と
、
「
そ
ん
な
宇
宙
の
法
則
を
無
視
し
た
こ
と
は
な
さ
ら
な
い
。
大
慈
悲
の
ミ
オ
ヤ
は
ま
た
実
に
神
聖



と
正
義
の
ミ
オ
ヤ
に
在
ま
す
。
ミ
オ
ヤ
は
字
宙
の
法
則
に
従
っ
て
私
共
の
人
格
を
完
成
し
て
下
さ
る
。
私
共
を
御
自
身
の
全
き

み
む
ね

が
知
く
に
円
満
な
仏
に
し
た
い
、
と
い
う
の
が
ミ
オ
ヤ
の
聖
意
で
、
故
に
成
仏
の
目
的
に
適
わ
な
い
一
切
の
三
昧
を
捨
て
て
い

ゆ
え
ん

い
所
ば
か
り
を
引
っ
こ
抜
い
て
早
く
お
世
嗣
と
成
る
よ
う
に
す
る
の
が
ミ
オ
ヤ
の
聖
意
に
適
う
所
以
だ
」
と
お
示
し
下
さ
っ
た
。

十
一
、
縁
起
論

ω
物
質
現
象
の
発
現
に
つ
い
て

ω
無
明
に
つ
い
て

古
来
何
処
か
ら
発
現
す
る
か
不
明
で
あ
っ
た
無
明
と
報
身
仏
の
体
相
用
の
関
係
を
初
め
て
明
確
に
示
し
、
従
っ
て
不
明
瞭

で
あ
っ
た
自
然
現
象
と
心
霊
現
象
の
発
現
の
仕
方
の
相
違
点
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
を
規
定
す
る
理
法
の
相
違
点
も
明
白
に
さ
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れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
報
身
の
心
霊
差
別
の
現
象
が
本
有
無
作
で
、
人
間
の
宗
教
的
信
念
の
創
り
出
し
た
も
の
で
な
い
事

実
、
仏
教
で
説
く
自
然
現
象
生
起
論
と
現
在
並
び
に
将
来
の
自
然
科
学
の
立
場
か
ら
論
じ
る
自
然
現
象
生
起
論
と
総
合
調

和
す
る
道
が
切
り
開
か
れ
た
。

+
二
、
無
生
法
忍
に
お
け
る
真
理
の
寵
臓
を
自
然
科
学
的
真
理
の
認
醸
の
基
礎
認
践
、
根
本
認
践
と
す
る

こ
の
立
場
に
立
て
ば
今
後
い
か
よ
う
に
自
然
科
学
が
発
達
し
て
も
、
光
明
主
義
に
よ
っ
て
科
学
を
統
一
総
合
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
自
然
科
学
の
み
な
ら
ず
一
切
の
学
問
芸
術
等
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。



十

議
主
義

理
性

量
感
性

義
総

高
和

光

摂

義
あ

こ
れ
を
縁
起
と
実
相
の
面
よ
り
見
れ
ば
、
縁
起
と
実
相
を
総
合
調
和
し
た
円
満
な
教
え
、
即
ち
円
具
教
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

理
感
二
性
に
つ
い
て
は
今
は
暫
ら
く
お
く
。
従
来
の
空
間
的
実
相
論
や
時
間
的
縁
起
論
は
お
よ
そ
不
完
全
で
、
超
在
一
神
的

汎
神
教
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
大
ミ
オ
ヤ
の
絶
対
無
規
定
の
体
相
用
が
発
現
す
る
の
に
、

ω
自
然
界
と
心
霊
界
、
並
び
に
衆
生
に
ど
の
よ
う
に
顕
現
す
る
の
か

ω
顕
現
す
る
の
を
如
来
の
面
か
ら
と
衆
生
の
面
か
ら
と
区
別
し
て

ω
空
間
的
実
相
論
と
時
間
的
縁
起
論
を
総
合
統
一
し
な
け
れ
ば
十
分
と
い
え
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
説
い
た
と
し
て
も
完
全
円
満
に
し
か
も
知
実
に
如
来
の
事
実
を
昼
夜
一
劫
し
で
も
説
き
尽
す
こ
と
は
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で
き
な
い
。

以
上
、
弁
栄
聖
者
に
よ
っ
て
開
顕
せ
ら
れ
た
法
門
を
一
往
十
三
峰
に
分
け
た
が
、
浅
学
葬
才
に
し
て
信
外
軽
毛
の
輩
、
全
般

に
亘
っ
て
浅
略
粗
家
の
点
多
々
あ
る
を
慣
れ
る
。
し
か
し
も
と
よ
り
こ
れ
斯
教
宣
揚
の
微
枕
に
出
ず
る
も
の
、
折
角
諸
先
輩
の

御
叱
声
と
御
高
示
を
賜
れ
ば
、
幸
甚
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
こ
の
『
上
人
伝
』
に
初
め
て
接
せ
ら
れ
た
方
々
に
は

『
笹
本
戒
浄
土
人
全
集
』
上
中
下
三
巻
が
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
直
接
そ
れ
に
つ
い
て
御
研
究
下
さ
る
よ
う
糞
求

し
て
止
ま
な
い
。

『

笹
本
戒
浄
土
人
伝
』
編
集
部
監
修

杉
田
善
孝




